
















ウサギに笑顔が戻りました。
「おや、お友達があなたを心配しているようですよ。」
茂みの向こうに、ウサギたちが集まってきて何事かと様子を見ていました。
ウサギはお辞儀をしました。
「ありがとうございます。ぼくはウサギとしての誇りを取り戻せました。」
「いいえ、はじめからあなたは誇りを失っていませんでしたよ。」
ウサギはゆっくりと歩いて仲間のところへ行きました。


